
発表原稿 
こんにちは、グローバル⼈材育成プラットフォーム履修⽣の法⽂学部経済コー
ス 3 年の⿃居智花⾐です 
私は、パースでの５週間の滞在中に⿅児島市の公共交通が外国⼈でも使いやす
くなるにはどうすれば良いかということについて、派遣先パースでの⾃⾝の外
国⼈留学⽣としての視点・経験や⿅児島⼤学に通う留学⽣の視点から⾒た⿅児
島の公共交通の良さや課題をもとに考えることにしました。 

 
コンテンツは以下のとおりです。こちらの⼝頭発表では、ポスターに載せきれな
かった情報も紹介しています。また、背景に使っている写真にも注⽬してくださ
い。 
 

 
まず初めに、グローバル実地研修の概要についてです。 
⻄オーストラリアのパースに滞在し、⻄オーストラリア⼤学の語学学校に通いま
した。ホームステイで、⼀般の家庭と⼀緒に⽣活して、学校以外の時間や休みの
⽇はホストファミリーと過ごす時間もあり、この経験は現地での経験をより豊か
にしてくれたと思います。 

 
次に、調査⽅法についてです。パースと⿅児島で⼤体同じ視点・内容の調査にな
るように⼼がけました。これらの調査を通して、⿅児島市の公共交通機関が外国
⼈観光客フレンドリーでより公共性のあるものになるためにすべき施策につい
ていくつか提案しようと考えています。 
 
私がパースで外国⼈留学⽣として外国⼈の視点で交通機関を利⽤して感じたこ
とで特に印象的だったのは、こちらの５点です。 
 
 

①  スマートライダーカード決済（パース内で利⽤できる IC カード）による⽀払いの簡単さ 
⽀払いはスマートライダーカードを利⽤し、クレジットカードと繋げて⾃動チャージもしくは、駅や街中の
⾄る所に設置してある機械を使って現⾦かクレジットカードで残⾼をチャージできます。 
②  スマートライダーカードの普及率の⾼さ 
スマートライダーカードの普及率はほぼ 100％で、同じ語学学校に通った学⽣や職員もほぼ 100％使⽤して
いました。市内だけで１４箇所で購⼊できるところが⾼い普及率の要因だと考えました。 
③ 働くスタッフの多さ 
現場で働くスタッフはどれくらい多かったかというと、運転⼿に加え、５か所あるインフォセンターで各２・
3 ⼈、鉄道の各駅や主要なバス停に複数⼈の駅員や警備員が配置されていました。 
 

Method of Investigations and Goals 

Researching Using Interviewing Researching

ü Making some solutions to make Kagoshima city’s Transportation 
more Foreigner-friendly 

ü Thinking about Public Transportation’s “Publicness” 5

The Summary of 
Global Human Resources Development platform

Destination

Duration	of	Stay

School	Attended

Accommodation

Perth,	Western	Australia

5weeks	from	August	18	to	September	23

University	of	Western	Australia	CELT	

Homestay	(40	minutes	one	way	by	bus	to	school)
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Positive Impressions from 
Using Public Transportations in Perth

①Simple payment system by Smartrider card Transactions

②High Adoption Rate of Smart rider card

③Abundance of working staff

④High frequency of services 
originating and ending in the city center

⑤Great Relationship between Bus Drivers and Passengers
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④ 市内中⼼部の利便性の⾼さ 
市内中⼼部発着のバスは 34 本、電⾞は 7 路線あり、平⽇ピーク時は１０〜２０分に 1 本、ピーク時以外で
３０〜60分に⼀本運⾏していました。私が⼀番使っていた路線は最終便が 0時過ぎで、本数もかなり多かっ
たため、移動には全く困りませんでした。 
⑤ バスの運転⼿と乗客の関係がすごくいい 
バスの運転⼿と乗客の関係がすごくいいというのは、バスに前の扉から乗るときに、hiといって挨拶してか
ら⼊り、降りる時は thankyouという⼈がほとんどだったということに由来しています。初めは驚きましたが、
100％の⼈がしていたのでバス乗降時の挨拶はパースではかなり浸透しているなと感じました。 

 
これは、パース駅に隣接する⼀番⼤きなバス停であるパースバスポート内の写真
です。様々な路線の発⾞時間がまとめて表⽰されていて、発⾞時間が近くなると
乗り場が表⽰されて、表⽰された番号の乗り場で並んで待つといった感じでした。 
 
これは、パースの交通機関を運営しているトランスパースのWebサイトで、基本
的な乗り⽅や、スマートライダーの使い⽅などが 5 分くらいの動画でわかりやす
く紹介されているページです。パースを訪れる外国⼈観光客の半数以上は英語話
者であることもあり、まちなかで外国語の看板はあまり⾒られませんでしたが、
このようなコンテンツや、他にも電話通訳サービスと連携しているということで、
外国⼈向けの取り組みもしっかりなされているなと感じました。 

 
これは、パースを訪れた外国⼈観光客の項⽬ごとの満⾜度を⽰したものです。ど
れもかなり⾼い満⾜度になっているのですが、公共交通に対する満⾜度も９５％
とかなり⾼いことがわかります。 
 

 
パースの課題についてです。主に 3 つあります 
 
 
 

① 公共交通に利⽤の仕⽅について、事前にある程度予習が必要 
乗り⽅、降り⽅について、バス停に名前がないなど⿅児島（⽇本）とは異なる点ばかりでした。語学学校の友
⼈も初めそれに驚き、わからなかったという声も多く挙げられていたため、特に外国から来る観光客は事前に
ある程度情報を集めておく必要があると思いました。 
② バスの運⾏本数が平⽇と休⽇でかなり変わる 

どの路線でも休⽇の運⾏本数はおよそ半分になります。郊外の路線は⽇曜と祝⽇は運⾏しないところもあり、
知らずに⾏ってたくさん歩いたということもありました。右の時刻表は、ある路線の時刻表で、緑のところが
平⽇、⻘のところが⼟曜⽇、⽇曜⽇と祝⽇を表していて、平⽇の運⾏に⽐べて⼟曜⽇で⼤体半減、⽇曜⽇と祝
⽇は運⾏がないと記載があります。観光客にとって少し不便に感じる側⾯もあると考えました。 

↑Electronic display boards 
showing the departure times for 
all routes at once.

Route Departs Standing place
Destination
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↑basic information on using Transperth services for foreign tourists, available in 10 languages on its website.

アラビア語

ダリー語

オーストラリア⼿話

ビルマ語

ナイル諸語

フランス語

カレン諸語

中国語

スワヒリ語

ペルシャ語
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The Evaluation of Perth from 
Foreign Tourists in 2019

rank Points Satisfaction rate
（％）

1 Natural attractions 100

2 Friendliness of locals 98

3 Variety of things to see and do 96

4 Public transport 95

5 Safety and security 94

6 Accommodation 93

6 Manmade attractions 93

8 Food and drinks 87

9 Nightlife 72

VISITOR EXPERIENCE AND EXPECTATIONS RESEARCH 2019~20 より、
 p24〜32 international のみ抜粋して作成 10

Challenges for Perth

Some Preparation is necessary 
to understand how to board and the system

Significant reduction 
in service frequency on holidays.

Multilingual signage is not prevalent
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③ 多⾔語の看板がない 
パースを訪れる外国⼈観光客の半数以上は英語が公⽤語の国からということもあり、すべての看板は英語のみ
の記載のところが多かったです。そのため英語が全くわからない観光客にとってはかなりハードルが⾼くなる
なと感じました。 
 

ここから、⿅児島市の⽅に話題を移します。このプログラムの基礎科⽬である
Intercultural communications for global citizens の受講⽣⽇本⼈１７名、韓国⼈４
名、中国⼈７名にインタビュー調査を⾏った結果、⼀番多く挙げられた意⾒を挙
げたものです。市電にてクレジットカード決済がちょうど 1 年前から導⼊され、
それについては肯定的な意⾒が多く挙げられました。反対に、全国共通交通系 IC
カードが使えないことや、停留所に乗り⽅と降り⽅の説明がないこと、アナウン
スが聞こえにくいなどについて、不便と感じるなどの意⾒もあがりました。⿅児
島市を訪れる外国⼈観光客の 8 割は台湾、韓国、中国、⾹港からで、もちろん⽇
本語がわかる⼈も少ないため、⾔葉の壁に対する課題の⼤きさがわかりました。 

 
これは、公益財団法⼈⿅児島観光コンベンション協会によるマーケティング報告
書の中の⿅児島市の外国⼈観光客が⿅児島市内に来訪して良かったことと期待外
れだったことという質問の中で挙げられた内容をランキングにしたものを引⽤
したものです。良かった点に公共交通は 10 位でランクインしていますが、期待外
れだったという意⾒の⽅が圧倒的に多いことがわかります。 

 
こんな現状に対して、⿅児島市が外国⼈観光客向けに⾏っている施策を⾒つけた
のでご紹介します。どちらも市電⾞内で撮影したもので、左の写真は、⾞両後⽅部
に掲⽰してあった乗り⽅や乗り換えに関する⽇本語、英語、韓国語、中国語での
説明パンフレットです。 
右の写真は市電の料⾦、利⽤できるカードブランド、乗り換えについての英語で
の説明ポスターです。地元の⾼校⽣が作成したもので、他にも地元⼩学⽣が作成
した乗⾞マナーに関するポスターの掲⽰がされているときもあります。 

 
左の写真は⿅児島市のウェブサイトで提供されているやさしい⽇本語を使った
各公共交通機関の乗り⽅と IC カード利⽤の紹介です。 
右の写真は⿅児島中央駅東⼝駅前広場案内の地図で、⽇本語、英語、中国語、韓
国語で記されています。 

 
ここまで上げてきた課題に対して、情報、⽀払い⽅法、わからないことを質問しや
すい環境作りの 3 点から解決策を提案します。 
 
 

The results of the interview survey
Q. How did you feel when you use 
Kagoshima’s public transport for the first time??

• Inconvenience that  Japanese 
common Transportation IC card couldn`t  be used

• There are no signs to know
how to board and proper etiquette at stops

• It`s good that credit card can be used on all city trams

Suica

乗⾞は後ろの扉から
運賃は降りる時に⽀払い
Board from the rear,
Pay the fare upon exiting.
乘车从后⽅开始，
费⽤请在下车时⽀付
탑승은뒤에서, 
요금은하차시지불해주세요.×
○
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The Evaluation of Kagoshima 
from Foreign Tourists in 2019

rank Points

1 Nature

2 Food

3 Kindness

4 Sakurajima

5 Services

6 Climate

7 Cleanness

8 Hot springs

9 Environment

10 Easy to move

rank Points

1 Transportation access

2 Sightseeing Information

3 Climate

4 Shops

5 Food

6 Sightseeing spot

7 Expensive

8 Souvenirs

9 Accommodations

10 Credit card Payment

Good points Disappointed points
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What Kagoshima city do for Foreign Tourists
In City trams
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Conclusion

17

Observation and insight from 
Kagoshima city
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まず、情報に関しては、各停留所に QR コードが記載された看板を設置し、待ち
時間に利⽤⽅法についてのコンテンツが⾒られるようにすることです。コンテン
ツは中国語、韓国語、英語をメインで作り、外国⼈観光客の多い停留所から徐々
に設置していくことで利⽤における不安を解消できるのではないかと考えました。 

 
次に、⽀払いについてです。パースでの経験や、中国⼈、韓国⼈からの聞き取りか
ら、どの国も公共交通の⽀払いはほとんどがキャッシュレスで、現⾦で決済する
⼈の⽅が少なく、⿅児島市も、観光客も簡単に決済ができるクレジットカードタ
ッチ決済の導⼊を⾏っています。今年から市電だけでなく、市バスの全⾞両まで
タッチ決済が導⼊され、利便性の向上による乗客増が⾒込まれますが、最近始ま

った制度である分、知名度は⼗分ではないと考えました。観光サイトや SNS を使
って、旅⾏先を決める段階の⼈にも周知していくことが⼤切だと考えました。 

 
次に、質問しやすい環境づくりについて、パースで乗客と運転⼿が毎回挨拶を交
わしていて、良い関係が作られていると感じたことや、電話通訳サービスと連携
して多⾔語対応を⾏なっていたということから、⿅児島市でも降⾞時に印象のい
い挨拶や、観光案内所等で通訳サービスとの連携を⾏うことで顧客満⾜度の向上

と、質問しやすい環境づくりにつながるのではないかと考えました。 
 

最後に、公共性という観点から⾒た公共交通についてです。『公共』の意味として、
広く社会⼀般に利害・影響を持つ性質があって、対象は特定の集団に限られるこ
となく、社会全体に開かれていることとあります。つまり、公共交通は国籍を問
わずに地域住⺠や、観光客、障がいのある⼈全てに使いやすいものであるべきで
す。 

 
これまで挙げた外国⼈向けの取り組みが実現されることで、⿅児島の公共交通が
外国⼈にとって使いやすくなり、真の意味での公共性が達成されたら、すべての
⼈にフレンドリーな『真の意味で公共性のある公共交通機関』となり、顧客満⾜
度が向上するだけでなく、観光客数の増加や⿅児島県全体の魅⼒の向上につなが
るのではないかと考えました。 

English

How to use
Information
简体中文 한국어

繁体中文 English
→

Make a sign that introduce how to use and proper etiquette 
which can be accessed during wait times.

Proper etiquette

At a bus, train, city tram, ferry stop
üInformation
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üPayment

Payment should be cashless and simpler.

Promoting awareness of Credit Card Acceptance more
19

ü Environment

Thank you!

ありがとう

Interpretation services

^^

^^

^

^

Making an Environment and Relationship that 
foreign tourist can easily ask questions.
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“Publicness” of Public Transportation

The meaning of Public
• The nature of having wide-ranging societal interests and impacts
• Being open to the entire community rather than limited specific groups.

Entire community all includes
Residents
Tourists(both domestic and international)
People who have disabilities
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Ensuring the true sense of 'publicness’ 
in public transportation in Kagoshima,

①Friendliness to all people,
②The number of tourists 
③Entire Kagoshima’s attractiveness.
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Will contribute to enhance 


